研究テーマ「よりよい生活・社会を目指し工夫し創造する生徒の育成～見方･考え方を働かせた学びを通して」

１年３組　技術科　本時の学習指導案
日　時　2020年　７月　６日（月）４校時
授業者　　城　間　富　秀
１　単元名：　材料と加工の技術（東京書籍）
　教材名：　「　材料の特徴　」
２　単元で育成したい資質・能力

　　・普段何気なく使っているものが、どんな材料からできているのか？なぜその材料が選ばれているのかを考える事ができる。
　　・木材、金属、プラスチックの特徴を考え、使用目的や使用条件に応じた、製品を選択することができる。
３　教材について

　　本教材は、中学校学習指導要領解説技術･家庭編の「Ａ材料と加工の技術⑴生活や社会を支える材料と加工の技術ア材料や加工の特性などの原理･法則と基礎的な技術の仕組み」の材料について学ぶ時間と位置づける。本時に使う材料として木材、金属、プラスチックを比較、検討していく。普段の生活の中では、何も考えずに使っている生徒が大半だと考える。そこで既習知識の潜在的な理解以上の答えを自分との対話を通して、新たな発見につなげられるのかを技術的な見方・考え方を働かせながら学ぶことをねらいとしている。
　　本時では自分との対話を中心に、それぞれの材料を探究するエキスパート活動からスタートし、一人では発見することができない学びを全体で共有するジグソー活動で考えを広げ、本時の問いに対して自分との対話で答えを導き出す。その答えをクロストークで共有し学びを深める。使用目的、使用条件に応じた材料の選択、技術的な見方・考え方を働かせた製品の選択ができる生徒の力を養っていきたい。
４　生徒の実態

　　今年度は新型コロナウイルス感染防止の為、これまでとは違う学校生活がスタートした。新生活様式での学校生活ではマスクを着用して友達の顔も半分しか見えず、どんな表情をしているのか、新しい友達はできるのかなど、多くの不安を持って過ごしていた。
　　今の時期は、少しずつ友達も増え、学校生活を有意義なものにしようと頑張っている１年生が多い。また、小学校までは無かった、新しい教科として意欲を高め、実は身の回りの技術として、普段何気なく使っているものだと確認しながら、興味関心が高まるような授業展開を勧めながら、技術の見方・考え方に気がつく生徒を育成したい。
５　既有知識と今後の見通し　　　　　１章　９時間配当の４時間目　
既有知識
前時までの活動

１時･･･オリエンテーション（技術の見方・考え方の視点からＣＭを見てみよう）

２時･･･ガイダンス（技術が未来をつくる、身の回りで創意・工夫されている技術を見つけよう）
３時･･･資源と材料（使用目的、使用条件に適したものづくり）

４時（本時）･･･材料の特徴（一人知識構成型ジグソー活動を実践）エキスパート活動において自分で考え、全員で共有することにより深く考える姿ができると考える。本時の問いに対して個人で答え選択できる。

５時～９時･･･材料の特徴を理解し、強度について考え、ものづくりの実習の第２章へと繋げていく。
６　本時のねらい

　身近に使われている製品の材料について興味を持つことができ、使用目的、使用条件によってどれを使うのか選択することができる。
７　本時のみどころ
　自分との対話学習を通して、学びを深め、使用目的や使用条件にあった製品を選択することができる。
８　本時の学習活動
	分
	学習の流れと生徒の活動・思考を誘う発問
	生徒の姿
【評価】

	5
10
25
45
　
	本時の目標：『材料の基本的な特徴について考え、その特徴を生かした利用方法を選択することができる』
本時の問い：「材料の良さを生かした机を選択しよう」
⑴材料の特徴は何だろう
　・木材　・金属　・プラスチック
個人でそれぞれの材料の特徴について考える。
エキスパートA　木材の特徴
エキスパートB　金属の特徴
エキスパートC　プラスチックの特徴
①ノーヒントで特徴について考える。
➁視点を示してそれぞれの特徴について考える。
考える視点
・色合い　　・堅さ　　・重さ　　・価格　　・強度　　・環境への負荷

・丈夫さ　　・水　　・火　　・電気　・叩く　　など
⑵ジグソー活動として、エキスパートごとに全体で発表、確認をする。
・簡単な実験を通して学びを定着させる。
⑶本時の問いを提示「材料の良さを生かした机を準備しよう」
　補足説明：あなたの家でバーベQをすることになりました。机がありません。机を買う？作る？どうする？材料は？使用目的、使用条件を考えて机を準備しよう。（技術の観点を忘れずに）※別紙で資料を提示する。

　技術の見方・考え方の視点

・社会性　　・環境性　　・経済性　　・安全性

使用条件、使用目的にあった、机の選択、技術の見方・考え方の視点で物を見極め、それぞれの長所を上手く組み合わせて製品はできていることに気づかせる。

・ふりかえり
	・はじめはヒントなしで考えさせ、考えを広げるために段階的にヒントを提示する。
・自分で考えた特徴を発表
・友達が答えた特徴の中から、自分が気づかなかったものをまとめる。

・本時の問いについて、使用目的、使用条件にあった答えについて根拠をもって説明する。


９　期待する解（姿）（生徒の言葉で表現）
　・ぼくは、〇番の製品を選びました。理由は値段は少し高いけど、軽くて、丈夫だし、長持ちしそうだからです。もし自分で作った場合、安く済むかもしれないけれど、すぐに壊れそう。
